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絵本の中に描かれた「森」の特徴の抽出
―そこで起こっていることと現実との関係から―
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This study extracts forest imagery from illustrated books and examines such representations.
Forests are living environments relatively untouched by humankind, although people have culled
trees from the forest and planted them, making man-made spaces. The author of this study posits
that if people can enlarge the image of the forest, they will also be able to expand the image of
any planted area. The author has concluded the following: ((1)) Stories in illustrated books depict
the preservation and restoration of the forest. ((2)) Most protagonists in illustrated books are
human or animal. In their lives in the forest, these protagonists have many experiences: playing,
living, exploring and discovering. Anthropomorphizing the many living forest creatures allows
them the rich experiences afforded by communication with other creatures. ((3)) These tales
include some fanciful aspects. For instance, representations of scale, time, and other conditions
do not comport with the "real" world. This study demonstrates this concept by giving several
specific examples of fantasy illustrations. The variety of forest creatures allows unexpected
events to occur in the forest. ((4)) Although something may appear real within the world of illus-
trated books, many of these occurrences are understood not to happen in the temporal world.
The concept of reality differs between the literary and temporal worlds. ((5)) The fantasies illus-
trated in this study can be effectively used in creating rich varieties of ideas in landscape design.

Key words: illustrated books, forest imagery, reality, fantasy, animals, landscape design. 

１．はじめに

自然とは，有機的な働きをする一つの総体である．
環境問題が明らかになるに従って，我々は，自然が人
知の及ばぬ豊かさを生み出してくれるものだというこ
とを改めて認識し始めている．我々が，その豊かな存
在について認識することになる自然にも色々な場所が
ある．本論では造園において重要な構成要素となる
「樹木」が，最も原初的，理想的なあり方で集合して
いる場所としての「森」を取り上げる．造園において
は，樹木を，人間にとっての何らかの価値基準に従っ
て選択して，独自に配列するということが行われるが，
そのようなことを行う始原の状態として，森という状

態があったはずである．森が健全な姿で存在している
ことは，その地域の環境が豊かなものであることにつ
ながるとされる．しかし，経験的に言えば，放置され
た森は，人間が活動をする上では快適なものではない
こともある１）．また対象となる森のあり方によっては，
日常生活の一場面の中で有効に活用できる場所となる
場合もある２）．
このような多面的な要素を持つ「森」であるが３），

イメージの世界の中では，森はどのようなものとして
描かれているのだろうか．
筆者はこれまでの造園の教育活動の中で，造園を学

ぶ学生は，現実的なことに関心を寄せる傾向が強いこ
とを知った．だが，学生もしくは自分が現実だと思っ
ている，その「現実」とは何であるか，現実が現実ら
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しく見えるまでにいかなる他の可能性があり得たのか
などと言ったことにも思いを寄せることが大切だと考
えた．つまり，自然を再構成する造園という仕事にお
いては，決められた仕事を淡々と実行していくばかり
でなく，造園を通じて作り出そうとしていることがら

．．．．

が何であるのかという考え方においても，研鑽を積ん
でおくことが必要なのではないか．イメージすること
はできても実現できないこととは何かを知り，実現で
きないかも知れないが，もし実現できたらすばらしい
と思うイメージとは何であるのかなどを知ることによ
り，樹木を見る見方，捉え方を変化させ，ひいては異
なった質の空間を作り出すことにつなげていくことが
できるのではないかと考える．
その際に，対象を絵本にすることは有効だろうと考

えた．絵本そのものは，二次元の空間の中におさめら
れている．しかし，絵本に表現された絵画は，脳が図
像としてイメージできることがらについて書き留めた
ものである．
筆者は造園空間を構成する力を養うために，本学の

造園学の演習で学生に絵本を制作する課題を出したこ
とがある４）．ページをめくるごとに絵は変わることに
なるが，それがあたかも，歩いていくうちに変化する

風景のようなものではないかと考えた．物語が展開し
ていくに従って景色が変化していく絵本作りは，まさ
に造園の空間作りと関係が深いのではないかと考えた
からだった．
脇５）は，ファンタジーという，現実にはありそうも

ないことが起こる表現ジャンルに関して，次のように
述べている６）．
『ファンタジーには，常識にとらわれない自由な
発想をうながす力や，土台のない空中にでも楼閣
を組み上げていく技を会得させる力がある……
「もし○○だったら」と発想できるということ，
そしてその「非現実の仮定」の上に，緻密な論理
でもってひとつの世界を組み立てていけるという
ことは，文学の領域にとどまらず，自然科学，社
会科学の領域でも大きな力を発揮する……そうし
た精神の働きのトレーニングにファンタジーは大
いに役に立つはずだ』
実は脇は絵本のことについて語っているわけではな

く，ファンタジー文学
．．
について語っている．ヴィジュ

アルなファンタジーにはむしろ危うさがある，という
のが彼女の説である．脇は，「ヴィジュアルなメディア
によるファンタジーは，どうしても刺激重視に傾きや
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わたり　むつこ 

香山　美子 

宮沢　賢治 

わたり　むつこ 

marini★monteauy 

本田　ちえこ 

つちだ　よしはる 

斉藤　きみ子 

松岡　達英 

松岡　達英 

福永　真由美 

わたり　むつこ 

かわきた　りょうじ 

かわきた　りょうじ 

金子　童 

わたり　むつこ 

湯本　香樹実 

長田　弘 

中條　聖子 

川端　誠 

きむら　だいすけ 

葉　祥明 

岸田　衿子 

バン・チハル 

田島　征三 

本木　洋子 

村山　康成 

本木　洋子 
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（22） 

（23） 

（24） 

（25） 

（26） 

（27） 

（28） 

文献番号 

いちばんすてきなひ（はなはなみんみの森シリーズ、春） 

いっしょにいかない？（森のえほん） 

狼森と笊森、盗森 

おつきみパーティー 

キャロリンとジョンへんてこ森へいく 

こぐまの森 

ごちそうがいっぱい　（あーあー森のはりねずみ一家） 

魚をよぶ森 

ツーティーのうんちはどこいった？（ハナグマの森の…） 

ツーティーのちいさなぼうけん 

つきよの森（はなはなみんみの森シリーズ、秋） 

なつのぼうけん（はなはなみんみの森シリーズ、夏） 

のんびり森のかいすいよく 

のんびり森はおおゆきです 

ふくろうの森 

ふゆごもりのひまで（はなはなみんみの森シリーズ、冬） 

魔女と森の友だち 

森の絵本 

森のかんづめ 

森の木 

森のクリスマス 

森のささやき 

森のはるなつあきふゆ 

森は、どこにあるの？ 

森はたのしいことだらけ 

やんばるの森がざわめく 

ようこそ森へ 

よみがえれ、えりもの森 

 

絵本のタイトル 著　者 

本庄　ひさ子 

つちだ　よしはる 

津田　櫓冬 

本庄　ひさ子 

marini★monteauy 

本田　哲也 

つちだ　よしはる 

斉藤　きみ子 

越智　典子 

越智　典子 

渡辺　あきお 

本庄　ひさ子 

みやざき　ひろかず 

みやざき　ひろかず 

土田　義晴 

本庄　ひさ子 

ささめや　ゆき 

荒井　良二 

みうら　みよこ 

川端　誠 

きむら　だいすけ 

葉　祥明 

古矢　一穂 

バン・チハル 

田島　征三 

高田　三郎 

村山　康成 

高田　三郎 

 

作　画 

リブリオ出版 

アリス館 

ほるぷ出版 

リブリオ出版 

学習研究社 

偕成社 

佼成出版社 

佼成出版社 

偕成社 

偕成社 

PHP研究所 

リブリオ出版 

岩崎書店 

岩崎書店 

PHP研究所 

リブリオ出版 

理論社 

講談社 

エピック 

BL出版 

福武書店 

出版文化社 

ポプラ社 

くもん出版 

学習研究社 

新日本出版社 

徳間書店 

新日本出版社 

 

出版社 

 2002 

1997 

1992 

2002 

2006 

2005 

1996 

1994 

2001 

1999 

1997 

2002 

2002 

2000 

2001 

2002 

2007 

1993 

1997 

1997 

1994 

1999 

1994 

2001 

1995 

2001 

1998 

2003 

 

出版初年 

表1．調査対象文献
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すいし，頭をちゃんと使わずにそれらを受け止めて
しまう」として，トールキンの講演を引用しながら，
文字を読んで思考力や想像力を働かせることの大切
さを訴える７）．絵本の絵の部分が，文章の作り出す世
界を常に阻害するとは考えなくてもよいと私は思う．
絵本画家が文章の内容を絵に固定化する危険性に対
して、どのような配慮を行っているかについては分
からないが、編集者の立場からこれに関することを
述べた文章を見つけることができた。絵本の編集者
である松居の文章はそのデリケートな部分について
言及している８）．また，河合９）は，絵本に込められて
いる内容は「極めて広く深い」と述べている．脇に
よる上述の引用記述は，絵本においてもある程度は
あてはまるであろう．

２．本論の目的

本論の目的は，絵本の中に描かれた「森」のイメー
ジのうち，次の2点を調査・解明することにある．
①絵本の［森］の中はどんなことが起こる場所な
のか．
②絵本の絵として表現された「森」の中から，我々
が3次元の現実世界のなかで体験できないと認め
られる（以後，不合理な，という）こととは何か．
それらは，森の構成要素である樹木を再構成して
創造する造園空間の作り手や鑑賞者に対して，通
常気がつかないでいる自然の受け取り方を提示す
ることになる10）と思われる．

３．調査対象と調査の方法

本論は絵本の中に描かれた森の特徴を抽出し研究す
るのであるが，対象となる絵本の総数はきわめて多い．
本論では，宮崎県立図書館の児童室の開架図書の中か
ら，「森」をテーマにした絵本を全て調べることにし
た11）．児童図書室は，一般図書室とは別の場所に設定
されており，利用者は児童のみならず全ての県民であ
り，児童書に関わる人々が利用するように企画されて
いる．児童室内部においては，ほぼ全ての図書は高さ
1メートルほどの低い本棚に一括収納されている．絵
本はその中でも一つのまとまったエリアに収納されて
いる．検索の方法は，図書館内検索システムでタイト
ルに「森」を入力，所蔵を「閲覧」，所蔵場所に「児
童室」を入れる．2008年5月31日の時点で，この検索
により司書に打ち出してもらうことができた文献数は
37点あった．その中から物語でないもの，〈樹木の森〉
とは関係ないものを除いたところ，対象文献は表1の
28点になった．
調査範囲が宮崎県立図書館児童室開架図書というこ

とで，出版年も1992年以降となることから，得られる
結論もおのずから限界のあることは自明である．
対象絵本の中から森に関係するストーリーをメモ化

し54枚のストーリーカードを作成する．また，対象絵
本の画像をスキャンすることにより176枚の画像カー

ドを作成する．
上記目的①の調査では，関連性のあるストーリー

カードをKJ 法12）により平面的に配置することによっ
てそれぞれの関係性を視覚化する．
上記目的②の調査では，関連性のある画像カードを

KJ法により平面的に配置することによってそれぞれの
関係性を図表化する．

４．絵本調査の結果

（１）絵本の［森］の中はどんなことが起こる場所か
これについてまとめたものが図1である．絵本によ

れば，「森」の中では何らかの「体験」をすることが
できるらしい．体験の内容は，そこで遊んだり，生活
したり，探検したり，発見するといったことがらであ
り，それぞれはある程度充実した成果をもたらすもの
である．また，その体験と密接な関係性をもちながら
も，ある種の「気持ち」を味わうことができる場所で
ある．そして「破壊と再生の物語」が起こる場所であ
る．「破壊と再生の物語」は，伐採されてしまった森を
甦らせようする活動の記録や，破壊の危機に瀕した
森を保存するというような話である．この内容は，森
の中で起こるとは限らない．もともと森がなかったと
ころに森を作っていくという話があったため，他の場
合との違いを示すために曲線で軽く仕切ってある．実
話をもとに構成した内容も見られる．文献番号15は，
市民団体が，伐採されていく森の保護を訴えてかろう
じて公園という形で緑地の再生に成功した実話を元に
した話である．このような話の類型として，実話的な
描き方ではなく，あくまでフィクションとして森の再
生を訴えるものも見られた．今回の調査では，森の中
で何らかの体験をする主人公は人間か動物であった．
植物や石が主人公となる物語はなかった．ただ一例，
文献番号25の中において，森の中で道に迷った人間を，
白い大きな花が道案内して森の外まで連れて行ってく
れるという場面があったが，この場合の主人公は人間
であった．

（２）絵本の絵として表現された「森」の中で起こる
不合理なこととは何か

絵本の中の「森」でおこる不合理な出来事として，
画像カードを整理した結果，スケールの不合理，時間
の不合理，状態の不合理などが見られ，それは表2の
ようになった．スケールの不合理とは，主人公などの
身体の大きさが，現実世界で当然視されているもので
はなくなってしまったことが，周囲の景物との比較か
ら明らかとなったものである．時間の不合理とは，あ
る一つの時点で体験できる事柄は通常一つであり，複
数の体験をしようと思えば，異なる時間に行わなけれ
ばならないはずであるが，ここでは一つの絵の中で，
異なった時間で起こった事柄がいっぺんに表現されて
いる．状態の不合理は，そこで起こっている出来事の
なかで，上記の二つの中に入らなかったものである．
表2には，不合理の種類と，その具体的内容1），2），3）
……を記している．「具体的な内容」の横に，該当文
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献番号例を記した．この表の順番にしたがって，該当
文献の実際の画像を掲載したものを図2として表した．

５．考　察

（１）絵本の［森］の中はどんなことが起こる場所か
について

森の中で，さまざまな「体験」をすることができる
のは，そこに数多くの多様な生き物が生息しうるから
だと考えられる．姿かたち，大きさ，性質の異なる，
特徴ある生き物が棲んでいる場所の典型として森をと
らえることができれば，その森からさまざまな性質の
対象物が出てきてもおかしくはない．主人公の人間や
動物の多くは，森の中で他の動物たちと会話や交流を
することができる．交流とは，ある目的を遂行するた
めに協力し合って物事を成し遂げるようなことであ
る．人と動物が交流する，動物どうしが他の動物と交
流するといったストーリーは，今回調査した全ての事
例で起こる出来事ではない．ただし交流を扱ったもの
においては動物の存在は貴重である．河合は，子ども
たちは動物が好きであると述べている．また1987年の
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気持ちを味わう 体験する 

破壊と再生の物語 

観察者が森について 
記述する 

・さびしさ 
・孤独 
・自然の美しさ 
・つかの間の喜び 
（11）（13）（26） 

（６）（15）（16）（22）（28） 

（23）（27） 

・木を切り倒す 
・自然の改変 
・切らずにおいておく 
・植える 
・植えた木の世話をする 
・成長の成果を実感する 

このうちの幾つかを段階をおって記述 

遊ぶ 
（４）（７）（12） 
（14）（16）（25） 

・植物で 
・生き物をつかまえて 
・かくれんぼで 
・おいかけっこで 
・ダンスで 
・パーティーで 

自己発見する 
（17） 

お見合いする 
（４） 

祝う 
（１） 

（結果） 

生活する 
（６）（７）（12）（19） 

・収穫する 
・食べる 
・天候の変化に順応する 

探検する 
（２）（３）（６）（９）（10） 
（13）（19）（24）（25）（26） 

・出かける 
・迷う 
・抜け出る 
・何かを見つける 

仕事をする 
（17）（21） 

他の生き物と友好的に交流する 

協力しあう 
何かを達成する 

（２）（22） 
（４）（14）（21） 

話したり話しかけられ 
たりする 
（２）（３）（４） 
（17）（18）（25） 

・動物　　・石 
・森　　　・植物 

未知の要素と出会う（敵対的） 

・見知らぬ動物 
・食べたり食べられたり 

そのためには、言葉が通じて…… 

（考察） 

※（　）内の数字は、表1の文献番号である． 

（９）（10） 

図1．絵本の「森」の中とはどんなことが起こる場所か

スケールの不合理 

注）該当文献番号例の番号は表1の文献番号である.

（該当文献番号例） 具体的内容 

 

 

１．スケールの不合理 
 
 
 
２．時間の不合理 
 
 
３．状態の不合理 

1） 
2） 
3） 
 

1） 
 
 

1） 
2） 
3） 
4） 
 

5） 
 

6） 
 

7） 
8） 
 

9） 
 

10） 

（１） 
（12） 
（12） 
 

（19） 
 
 

（18） 
（13） 
（13） 
（5） 
 

（７） 
 

（７） 
 

（３） 
（５） 
 

（10） 
 

（３） 
 

生活が変わる 
遊びが変わる 
見えるものが変わる 
 
異なった時間での出来事が 
一度に起こる 
 
言葉が通じる 
四足動物が立つ 
動物が服を着る、仮装する 
異なった動物が同じ方向に 
走り去る 
物語の前後のつじつまが 
合わない 
ありそうにない動きが可能 
となる 
色が変わる 
できそうにないことができ 
てしまう 
注目しているところだけが 
現れる 
姿が変わる 

 
 
 

表2．絵本の「森」の世界での不合理
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1-1）人が木の根元に住む 1-2）朝顔でぶらんこができる 1-3）地被植物が身長を超える 

2-1）山登りの時の経験が一枚の絵の中に 3-1）森があなたにおいでと話しかける 

3-2）, 3）四足動物が立つ 3-4）同じ方向にいっせいに走る 3-5）収穫したはずのどんぐりは食卓に出ていない 

3-6）鼠がつるでターザンごっこしている 3-7）森が急に青い色になる 3-9）a　注目していないところは白色に 

3-8）魚の上に豚が乗っている 3-10）森そのものが黒い人の影になる 3-9）a’　周りの風景が急に見えてくる 

表1文献（1） 表1文献（12） 表1文献（12）

表1文献（19） 表1文献（18） 

表1文献（13） 表1文献（5） 表1文献（7） 

表1文献（7） 表1文献（3） 表1文献（10） 

表1文献（5） 表1文献（3） 表1文献（10） 

（画像の縮小倍率は同じではない） 

 

図2．絵本の「森」の中で起こる不合理
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文章で河合は，彼自身の心理療法の経験を踏まえて
「おそらく，心が病み，体が病み，するときは，人間
の感受性が不思議な鋭敏さをもち，動物との思いがけ
ない交流を体験するのであろう」と，述べている13）．
今回の調査対象は1990年代以降の本ばかりであり，
こうした臨床での観察成果が絵本づくりの参考にされ
ているのかもしれない．一般的に子どもが読者である
ことを想定した絵本のなかでは，動物との交流を描
くことによって，子どもたちの関心を呼び起こすこ
とができると絵本作家は考えるのではないだろうか．
ユニークな姿・形をした動物たちは，お互いに会話が
できるという設定の元では，実際は自分以外の他の人
間たちというものを表現しているものなのかもしれな
い．つまり人間としての姿をしていない人間なのかも
しれない．絵本の作者にとっては，人間と姿かたちが
違う動物たちがいつ出てきてもおかしくない森という
場所の設定は，登場人物のイメージを豊かにさせる
ことができる場所であろう．人間以外の動物を登場
させた場合，その動物の行動特性において，人間とは
異なる奇妙なズレを描くこともできる．二次元の世界
では重力の影響を除外できるから，登場した主体たち
はらくらくと活動できる．
森は異質な他者と出会うことができる場所である．

そこからやってくる経験の中には，孤独や寂しさとい
うものもある．絵画的表現では，森の中を動物たちで
いっぱいの場所として描くこともできるし，同じ場
面を，交流のできない鬱蒼とした樹木だけに囲まれた
暗くさびしい場所に変化させて描くこともできる．森
の中で遭遇する寂しさ，一人ぼっちという場面は，絵
本においてはその次のシーンに進むまえのプロセスで
ある．寂しさが寂しさのままで終わるということはな
く，その寂しさは充実した，喜びに満たされた状態へ
と変化する．

（２）絵本の絵として表現された「森」の中で起こる
不合理なこととは何かについて

表2や図2で顕著になるのは，絵本のなかに登場する
不合理は，絵本の本文または絵画的表現においては，
独自性を出し，工夫したと思われるところだというこ
とである．これらの不合理は，絵本においてはそれと
接する読者に対して魅力を提示しているところであろ
う．もしこれらの不合理がなかったとしたら，絵本は
ノンフィクションに近づく．これらの不合理は，絵本
の物語の中に入り込んでいる状態では，意外なことに
読者はあまり気がつかずに通り過ぎてしまう場面か
もしれないが，こうした部分は，本当はよく見て，
気がついてほしいという読者への問いかけの部分で
もあろう．
図2の各挿絵の下に小さく表題をつけた．これらは，

大人がじっくり見た際におかしいな，と疑問視するこ
とのできるポイントである14）．一人の人間の中にも大
人的な側面と子ども的な側面があるが，長い時間をか
けて大人は，あるものがおかしいかおかしくないかを
言い当てることができるようになっている．おかしい
出来事とは，それぞれの大人が生きてきた年数のデ
ーターをもとに，そういうことは過去起こらなかった，

という経験的な体系である．過去の出来事を思い出し，
そこから未来におこりうることの限界を予測する．過
去起こらなかった出来事といっても全ての状況を経験
できているわけではないので，自分の経験の範囲の外
にあるものは，先人の話やそれについてよく語る人の
話を聞くことによって情報の補填を行い，自己の経験
であるかのようにはめ込んでいる．その上で起こりう
ることの予想を立てる．
脳は，たとえ表2のようなことがあったとしても，

それが絵本の表面にはりついた二次元の世界である限
りとくに困ることはない．脳はこれらの存在を二次元
の世界に限って認めることができる．だが三次元の世
界で起こると，しばし対応に困るであろう．本当はこ
ういう世界はあるのかもしれないが，五感を総動員し
ただけでは感知できないとされているのである．絵本
の森のなかでのイメージ上の体験を有意義なものにす
るために，もしくはそれを注目に値するものとして訴
えようとしたとき，不合理であることはアピールになる．
脳がイメージできる事柄を何とか写し取ったのが絵画
だとするなら，レベルは違えども，これもまた現実で
あるはずである．
森においてはさまざまな異形の生き物が登場する

潜在性が高まるので，他者というものの得体の知れ
なさを拠り所にして，不合理な世界へと読者を引き
込んでも不自然でなくなるという事態が生じている
のではないだろうか．
表2や図2で抽出された諸点にしたがって，あらため

て森や植栽地などに出かけていくと，見えている事柄
とは異なったレベルでその場所のイメージをふくらま
せる材料となるのではないだろうか．

６．結　論

対象とした絵本を2008年5月末日宮崎県立図書館児
童室所蔵のものとしたため，出版年も1992年以降と限
られるなど制約はあるものの，
（１）絵本の［森］の中は，
１） 様々な「体験」をすることができる場所である．

体験の内容は，遊び，生活，探検，発見などで
ある．また何らかの気持ちを味わうことができ
る場所である．その主人公は人間であるか動物
である．森の中で様々な体験をすることができ
るのは，そこに色々な生物が棲んでいるからであ
る．絵本作家にとっては，お互いに会話をする
ことができるという条件を設定すれば，子どもの
関心をひく素材としての生き物を使い，動物どう
しが交流しながら何かを成し遂げる出来事を作り
出すことができる．

２） 森自体の破壊や再生をとりあげた物語が見られ
る場所である．

（２）絵本の絵として表現された「森」の中で起こる
不合理なことは，

１） スケールの不合理，時間の不合理，状態の不合
理などの不合理である．それぞれの不合理を示
す代表的絵画を表示した．森においてはさまざ

絵本の中に描かれた「森」の特徴の抽出　―そこで起こっていることと現実との関係から―
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まな異形の生き物が登場する潜在性が高まるの
で，独自な他者というもののイメージを作るこ
とができる．その得体の知れなさを拠り所にし
て，不合理な世界へと読者を引き込んでも不自
然でなくなるという事態が生じる．

２） 絵本の森には，二次元の世界としては脳がその
存在を信じることができるとしても，三次元の
世界においては五感を働かせても感知できない
ようなイメージが描かれている．

３） 現実の森や植栽地において，ここで指摘した不
合理な側面をイメージすることができれば，空
間創造の発想の幅を広げることができる．

今後は，対象絵本の出版年を繰り上げて「森」に対
するイメージの歴史的変容を解明するとともに，教科
書を対象とした研究にもつなげたい．

要　約

本論では，絵本の中に描かれた「森」からその特
徴を抽出した．本論で取り扱った森の特徴は，森で起
こる出来事が何かということと，何が我々の知覚する
現実と異なるかである．森で起こる出来事は種種の体
験であり，森で起こる不合理は，スケール，時間，状
態の不合理として抽出できた．絵本における森は，た
くさんの異形の生き物たちがいつ登場しても良い豊か
な場所であるために，異質な出来事を創造する余地が
生まれているようである．

謝　辞

本稿を作成するに当たり，富士本伸二様をはじめと
する宮崎県立図書館の職員の方々にご協力いただきま
した．感謝いたします．

補　註

１）しばらくの期間人手が入らず放置されたままの自
然の場所に立ち入ろうとして，筆者は不愉快な気
分を味わったことがある．進もうとすれば蜘蛛の
巣が顔にくっつき，樹木の害虫のせいで生じた
粉を吸って呼吸器が変な感じになり，スズメバチ
の羽音が近づいてきたり，茂みの中に蛇がいるの
ではないかと心配したりした．

２）ドイツには，森の中を散策しつつ，思索や瞑想に
ふけったり，仕事の疲れから癒されて自分を取り
もどしたりする「散策文化」があること，土曜日
と日曜日には多くのドイツ人が森の中に正装して
出かけていくが，それは土曜日，日曜日の森が
人々の一種の社交場になっているからだというこ
と，散策では，一時間以上かけて歩くことが行わ
れることなどを，高橋は指摘している．高橋義

人：ドイツ人のこころ，岩波書店，1993 pp.180-
183．

３）“mori”を和英辞典で調べると，“forest”と“wood”
という英単語が出てくる．“forest”は，（狩猟用の
場所），とか（耕作されていない土地） などの中
世の英語に端を発する言葉らしい．そのラテン語
の語源をたどると“outside（外側の）”とか“for-
eign（異質の）”という意味がある．一方“wood”
は，ウェールズ語の“trees（木々）” という言葉と
関係するゲルマン民族の言葉から生まれた，古い
英語“wudu”からやって来た言葉だとされている．
“forest”の中に外側とか異質のという意味が入って
いるのは大変興味深い．渡邉俊郎ほか：新和英大
辞典　第5版，研究社，2003より．

４）このときのテーマは，「人と木の物語」とした．
人と木との間にどんな物語を想像することができ
るかを考え，小さな本を制作する課題であった．
この頃，ロバート・ザブダの立体的（飛び出す）
絵本の日本語翻訳版第2版が書店の店頭に並び啓
発された．同書を見本として学生に提示し，ペー
ジを開いたときに必ず1ページは立体が立ち上が
るページを作るよう，課題の要求条件の中に明記
した．提出物は造園学科棟2階ロビーで一定期間
展示を行った．ロバート・ザブダ（著）上野和子
（訳）：クリスマスの12日，大日本絵画，2004年
（2版）.

５）脇明子：魔法ファンタジーの世界，岩波書店，
2006, p.11. 脇は別の本では以下のように述べてい
る，「いまの世界でみんなして何とか生きていく
には，やはり一人一人が少しでも大人になるしか
ない．そのために行われているのが教育だという
ことになるが，現在教育の場で与えられている客
観的知識の類は，確かに幼い投影の破壊には大き
な威力を発揮するものの，受け皿をなくした無意
識の世話まではやってくれず，かえって投影の暴
走をすら引き起こしているように思われる．」脇
明子：ファンタジーの秘密，沖積舎，1991 p.305．

６）ファンタジーに類して，メルヘンという言葉もあ
る．高橋は，メルヘンの特徴として以下のような
要素をあげている．

①メルヘンとは集団記録である．②メル
ヘンとは夢である，メルヘンの冒頭で主人公
はかならず危機に陥る．③現実には実現不可
能な夢を叶えてくれるのは魔法である．④メ
ルヘンは神話的である．⑤メルヘンでは時も
所も人物名も不明である．⑥メルヘンは，伝
説・聖人伝と並んで，「単純形式」という文
学ジャンルに属している．⑦メルヘンはハッ
ピーエンドで終わる．⑧メルヘンがハッピー
エンドで終わる以上，無事帰還を果たした主
人公は「いい者」である．

高橋義人：グリム童話の世界，岩波書店，2006，
pp.16-21．

７）「「緑の太陽」という言葉を口にするのはやさしい，
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と彼（注：トールキンのことを脇が「彼」と述べ
ている））は言う．しかし，それが存在する世界を
まるごと作り，読み手の頭の中にその世界が浮か
ぶようにしたいと思ったら，緻密な思考力と，職
人的な手間仕事，それに加えて「妖精の技ともい
うべき特別な技」が必要である．光が常に緑だと
したら，草木はどう育ち，花々はどう見えるのか．
それが人間の心にもたらすのは，どんなちがいな
のか．もし取り立ててちがいがないとしたら，そ
れはファンタジーを生み出す核となるほどの「非
現実の仮定」ではなかったということだ．」脇に
よれば，トールキンが言いたかったのは，「絵なら
非現実的なものを見た気にさせるのがずっとかん
たんだ」ということらしい．脇明子：魔法ファン
タジーの世界，岩波書店，2006, p.14.

８）編集者である松居は，編集作業について，「原稿が
あって原画がある．この原稿とこの原画の組み合
わせで，子どもの中にどういう世界ができるかと
いうことを予め計算しなければいけないし，デッ
サンしなきゃならない．ここの文章はこの絵と合
わない，どちらかを直さなきゃだめだといったよ
うなことを予め考えて，そして文章を書かれる方，
絵を描かれる方にそれぞれもう一度考えていただ
いたり，書き直しいただいたりという厄介なこと
をしていただくわけです．子どもの中にいきいき
した物語の世界ができなければ絵本の目的を達す
ることはできない．」と述べる．p.56, 54．
松居は子供のころの体験を以下のように述べて

いる．「絵と言葉の一体感，ときにはせめぎ合い
というようなことがありました．そういうせめぎ
合いの中に，とっても快い緊張感，ドラマみたい
なものを，意識はしなかったですが，感じていた
ような気がします．」松居によれば，絵本のもっ
とも効果的な使い方は，他者に読んでもらいなが
ら絵本の絵を見ることにあるという．そうすると，
言葉と挿絵のあいだの溝がなくなり，耳から聞く
言葉が絵をどんどん動かす．耳から聞いた言葉の
世界と目で見た言葉の世界が子どもの中で一つに
なる，そこに本当の絵本ができるとしている．
P.53．河合隼雄，松居直，柳田邦男：絵本の力，
岩波書店，2001より．

９）河合隼雄，松居直，柳田邦男：絵本の力，岩波書
店，2001.  p.3．

10）「私たちは，体験が先で文学はあとと考えがちで
あるが，文学によって開かれた五感こそが，より
深い体験を可能にするという側面もある．そして，
五感をしっかりと開いて味わえば，庭先でふつう
に起こっていることのなかにも，驚くべき魔法が
たくさんあるものだ．」脇明子：ファンタジーの
秘密，沖積舎，1991 p.305．

11）児童室の開架図書にこだわったのは，調査時点
で，児童が実際に手にとって借りることができる
ようになっている図書を対象にしたかったからで
ある．図書館のシステムについて司書に尋ねたと

ころ，書庫に収蔵されている閉架図書の中でも，
貸し出し回数が多い図書に限っては，開架図書に
移される場合があるとのことであった．本研究は，
森のイメージを探るものであるが，児童が実際に
読む機会を与えられている本を対象にすることに
したのは，現在大学で教育活動を行っている折り
に，すでに大学に入学する以前に自然に対するイ
メージは学生の中に蓄積されているのであるが，
さかのぼるとそれは子どものころにまで行くこと
になるはずであり，そのような子ども達にどのよ
うな絵本の選択肢が与えられているのかの一つの
あり方がそこで実現されていることになるからで
ある．しかし，児童図書室で，本を借りて帰るの
は必ずしも子ども達本人とは限らない．平日の午
後などに，子ども達の母親がやってきて，子供用
に作られた高さ約1mの低い本箱の前にしゃがみ
こみ，一冊一冊本を開いて吟味して選択している
姿が見られた．宮崎県立図書館においては，大人
の一回の貸し出し可能な本の冊数は5冊までであ
る．しかし，6歳のこどもまでは，親が子どもの
分の本を借りても良いことになっているので，一
回に15冊借りて帰る母親もいた．

12）川喜田二郎：発想法，中公新書，1967，川喜田二
郎：KJ法―混沌をして語らしめる，中央公論社，
1986を参考にした．

13）河合隼雄：子どもの宇宙，岩波書店，1987 p.74 ．
河合は同書で「子どもたちは動物が好きである．
これは時代や文化の差をこえる真理といえそうだ
が，最近はとみにその傾向が強くなったような気
がする．」としている．

14）筆者にとって，これらのポイントを抽出するのは，
ごく自然にできたものばかりではなかった．絵
本の流れにのって読んでいる限りは，スムーズ
に読むことができてしまうので，ある程度意識
しながら，努力して発見しようとしなければ，
図2のうちのいくつかは，みつけられなかったの
である．
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